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シジミがよみがえった !

5月 6日 (土)松 井先生来訪
和光鶴小の松井先生が 「HA T Sの つ どい」
の感想文集 を届けて下さる。今年 も4年 生
の担任にな り真光寺川に取 り組めるとうれ
しそ うだつた。

5月 9日 (水)里 親通信発行 と一木会
山本、黒園、二日、桜井 さん と2時 か ら支
所で印用J、仕分け して学校、病院等へ配 る。
鶴川 ライオンズクラプのオフイスには協力
要請の レターを添えて届ける。
6時 か ら魚民で一本会。 「まつ り」の 日程、
出 し物等について話 し合 う。

真光寺川を清流にする会
世話人  山 田 拓 郎

5月 25日 (金)シ マ ドジ ョウ発見の報
「下堰にシマ ドジ ョウがいたよ !」神蔵 さ

んから興奮 した声で電話があつた。シマ ド
ジョウは清流に しか棲思 しない と言われて
いる。俄 に信 じがたいが神蔵 さんは土地の

古老で川魚には滅法詳 しい。 さて真実は ?

{6月 }
6月 3日 (日)全 国水質調査
世界環境デーにちなんで河川管理財団が全
国 5千 箇所余 りで実施 している。 04年 か
らエコネ ッ トとして 12箇 所で参加 してい
る。早朝、下川戸橋で調査する。終わつて
能ヶ谷神社の草刈 り作業へ。

6月 7日 (本)里 親通信発行 と一木会
山本、黒 田、二田さん とセンターで作業。
黒田さんが名簿を整理 して下さつた。
夕方、魚民で一本会。 「まつ り」の出 し物、
担当、広報等について話 し合 う。

6月 8日 (金)「夏休み子 どもフェアー」
申し込み

教育委員会で発行 しているジーフ レットヘ
「まつ り」の掲載を申し込む。

小学生、中学生を対象に 3万 部発行 してい
ると言 う。

6月 10日 (日)清 掃作業 日
夜明けに雨が降る。然 し作業には支障はな
かつた。反省会で 「まつ り」のことを相談
する。

6月 11日 (月)「広報まちだ」へ申込み
市役所へ行 き 7月 21日 号 「広報まちだ」
に 「まつ り」掲載の手続きを取る。
ボランティアセンターで 「行事保険」のこ
とを確かめる。余 り適切ではなさそ う。

6月 13日 (水)ラ イフジャケン ト貸出 し
依頼

「子 どもの水辺サポー トセ ンター」は体験

、ア月|
ケr用1日 (日)「鳥の死骸」の通報
女性の方か ら下堰下流に鳥の死骸があると
連絡があつたc行 つて確かめる。 自然の摂
理に任せ る Lか 仕方がなかろ うと考える。

7 用 8 日 (日 )ヤ青掃作業
六丁目の中野 さんが新たに参加 される。心
強い。権現橋の下手で石の上に大ぶ りのシ
ジ ミが 5個 ほど並べ られていた9黒 田さん
とカラスのいたず らかと話する。
終わっていちょう会館で 「まつ り」の打ち
合わせ。着々準備 も進み気分が盛 り上がっ
てくる。

7月 19日 (木)水 サンプル採集
早朝、家 を出て採集に出かける。朝の空気
が快い。オイカワだろうか魚が群れている
のが見える。 これまで水底に繁茂 していた
ヘ ドロが消えきれいな砂が見えるようにな
つてきた。

7月 23日 (月)下 堰の草刈 り
下堰は 「まつ り」の主会場だ。特に人気の
水鉄砲の標的を設置予定の洲の辺 りは、一

面背丈程の夏車に覆われている。 どうにか
しなくては と課題になつていた。岩上さん
が日島さんに折衝 しエンジン付車刈 り機の
お出ま しとなった。岩上、山本 さんとなぎ
倒 された雑草の除去作業にかかる。 3時 間
かけてよ うや く片づけることができた。

7月 24日 (火)和 光鶴小 ・体験学習
和光鶴小 4年 生は 2ク ラス、 70名 である。
体験学習のテーマとして松井先生のクラス
は真光寺川研究を、大野先生のクラスは鶴
見川研究を選択 した。 この 日は 4年 生全員
が開戸親水か ら下堰規水まで川の中を歩き
たいと言 う。応援を求められ る。
幸い快晴、午前 10時 に開戸規水へ。
子 ども達は大喜び。魚やザ リガニを追い少
々の深みは物 ともせず歓声をあげなが ら進
んで行 く。矢崎橋の下に大ナマズの死骸を
発見 し大騒 ぎとなる。
ア ッと言 う間の 2時 間だつた。

千曇名 ;『 パ奔う勢三少夢塔餐籍体皇橿警
や らしてほ しいとのこと。勿論、OK!

7月 27日 (金)「まフつり」準備

槽済指標炉留然権鋳屋患予ナF晨齢甕済夕沓
天を需乞蕎察析客令
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「とれた !」和光鶴小 ,体験学習



「真光寺と優 浮蛤ム環
を無事終えました 1
:え書き

T月 2 8日 、真夏の太陽のもと 「真光寺川まつ リー 20 0 7」 を無事終了することが

こ是iこ巣姦を象行軍P、冒早!こ窒絵喜遜,す墓呂望唇讐坊炊F患急督ピ衰発評望ま是畢母舎払
きたい と思います.

11年
導蟹では高橋さんに大きく依存してい   となたた縁患&層暫法各じ百す,卜

さて`

二とを!岳象官ゼ済者届憂こ懸歪琴窪脅免   昨ゴ芋暫ザフ私投網の実演はグッドアイ
た全員で力を併せて成 し遂げる工とができ   デ ィァで した。水飛沫と共に大きな歓声が
ましたじ高橋さん も何処か雲の果てでニコ

   上 が りました。
ェコと眺めていたことでヒ″去う. 7,鶴 三小

:生霊整信、広報まらだ、アナヒタウンズ   て雫智百奮モ智
｀
農乙発生あケ多寮匁享3

チンケイリビインダ、夏休みこどもフエア も達が手作りの草花の栞を机の上にずらり

驚還塀警子だFぢ圭kだをそ嘉ネ香啓琴頭。  易済答曇裳ケみ言F皇雷密亨名誓た声
げ会

議 争日頃から会場/｀ヽの道順を聞い合わせる   8 ,石 渡扇1技長先生のスケッチ
電話がう|も切 らずか S々ぞてきま した3      ミ ニ水族館の側の木陰にどつかと腰を据
汚,来 場者                ぇ 即席のスケッチに余念がありませんでし
年々嬉えてt るヽようです.今 年は 300 た。スケノチを頂いた子ども達もうれ しそ

名を優に上廻ったでしようじ リ ピィターが うで した。
多を`のも心強く感 じまする横浜やす(王子、   9 ,和 光鶴小
遠方の方も結構いました1角 家先生が昨年    松 井先生 と4年 生の子ども達。 真 光寺
に引き続き駆サ付けて下さつたことは励み   川 の鳥や爬虫類を版画にしたカレンダーと
になりました。 一日箋の作品を販売 しました。大量にお買
4,会 場                  ぃ ぁげの方 もいましたぅ

これまで会館 も使用 していました.今 回 1 0 ,  め だカギプレゼン ト
tt下堰魂水 と工条池周辺に集約 しました。 いつ も人気です。今年も長いダJができま
,1えヽつてよかつたようです3特 に五条池周 した。「めだかのおばさん」池田さんは今
1』|ま本 々の夜作る本陰が快適で評判で した3 年は育ちが悪 く数が足 りるか心配されてい
う、横断幕 ました。桜井、岩上さんが何処かの池で沢
iよr~7!'どの雰囲気を盛 ウ上げるのに欠 山捕獲 してきま した。池の所在は秘密だそ

4f亡ないのが横断幕です↓ 4枚 あ りますが うです。
み年度′ラてt る`ザ)で■なりくたびれてきま 11,セ ブンイ レブンのご主人

会場に トイ レがなく頭を痛めていました。
近くのセプンイ レプンヘお願いしましたと
ころ即座に快諸 されました。「教育上もす
ばらしいことですね」とご主人はおっしゃ
いました。
12,お 手玉作 りのお手伝い

前 日、準備 していたところ一人のお年寄
りが話 しかけてこられました。「まつ り」の
当日、その方はお手玉作 りを楽 しそ うに手
伝っていました。
13,コ スモスの首

一丁目の Sさ んは私共の活動の良き理
解者です。会場で鶴三小の子 ども達から大
量のコスモスの首をお買上げになりましたじ
Sさ んのお宅の庭はコスモスの花が一杯咲
き乱れていることでしょう。
14,勇 壮な桶太鼓
和光鶴小の父兄の編太鼓は 「まつ り」の

華です。その音が川面にこだますると 「今
年も夏がきた !」 とを実感 します。 (山口記)


